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提出する。

弘前市監査委員

令和４年度弘前市資金不足比率

審 査 意 見 書 の 提 出 に つ い て

地方公共団体の財政の健全化に関する法律第２２条第１項の規定に基づき

審査に付された令和４年度弘前市資金不足比率及びその算定の基礎

となる事項を記載した書類について審査したので、次のとおり意見書を

弘前市監査委員

弘 監 収 第 ７ 号

令 和 ５ 年 ８ 月 １ ０ 日

弘前市長 櫻 田  　 宏　様

弘前市監査委員



１　審査の概要

（１） 審査の対象

（２） 審査の期間

 

（３） 審査の方法

２　審査の結果

である。

（％）

令 和 ４ 年 度 は 該 当 数 値 な し で 、 前 年 度 と 同 様 で あ る 。

比　　率　　名 令和３年度令和４年度 経営健全化基準

資金不足比率 ―　 （％）―　 （％） 20.0

審 査 の 結 果 は 以 上 の と お り で あ る が 、 資 金 不 足 比 率 及び 経営 健 全 化基 準は 、次 のと おり

令 和 ４ 年 度 弘 前 市 水 道 事 業 会 計

資 金 不 足 比 率 審 査 意 見

令 和 ４ 年 度 弘 前 市 水 道 事 業 会 計 に 係 る 資 金 不 足 比 率 及 び そ の 算 定 の 基 礎 と な る 事 項

を 記 載 し た 書 類

令 和 ５ 年 ７ 月 ２ ０ 日 か ら 令 和 ５ 年 ８ 月 ３ 日 ま で

審査に当たっ ては、市長 か ら提出され た資金 不足比率及びそ の算定の基礎と な る 事 項を

記 載 し た 書 類 が 適 正 に 作 成 さ れ て い る か ど う か に 主 眼 を 置 き 、 関 係 諸 帳 簿 及 び 証 拠 書 類

と の 照 合 等 通 常 実 施 す べ き 審 査 手 続 の ほ か 、 必 要 に 応 じ 関 係 者 に 説 明 を 求 め る な ど

の審査 手続 を 実 施し た。

審査に付された資金不足比率及びその算定の基礎となる事項を記載した書類は、いずれも

適正に作成されているものと認められた。
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１　審査の概要

（１） 審査の対象

（２） 審査の期間

 

（３） 審査の方法

２　審査の結果

である。

（％）

令 和 ４ 年 度 は 該 当 数 値 な し で 、 前 年 度 と 同 様 で あ る 。

比　　率　　名 令和３年度令和４年度 経営健全化基準

資金不足比率 ―　 （％）―　 （％） 20.0

審 査 の 結 果 は 以 上 の と お り で あ る が 、 資 金 不 足 比 率 及び 経営 健 全 化基 準は 、次 のと おり

令和４年度弘前市下水道事業会計

資 金 不 足 比 率 審 査 意 見

令 和 ４ 年 度 弘 前 市 下 水 道 事 業会 計に 係る 資 金 不足 比率 及び そ の 算定 の基 礎と な る 事項

を 記 載 し た 書 類

令 和 ５ 年 ７ 月 ２ ０ 日 か ら 令 和 ５ 年 ８ 月 ３ 日 ま で

審査に当たっ ては、市長 か ら提出され た資金 不足比率及びそ の算定の基礎と な る 事 項を

記 載 し た 書 類 が 適 正 に 作 成 さ れ て い る か ど う か に 主 眼 を 置 き 、 関 係 諸 帳 簿 及 び 証 拠 書 類

と の 照 合 等 通 常 実 施 す べ き 審 査 手 続 の ほ か 、 必 要 に 応 じ 関 係 者 に 説 明 を 求 め る な ど

の審査 手続 を 実 施し た。

審査に付された資金不足比率及びその算定の基礎となる事項を記載した書類は、いずれも

適正に作成されているものと認められた。
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